
授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 自己覚知（１）～自己の特性～ 自己の特性を理解する

第 2回 自己覚知（２）～自他の違い～ 自他の違いを理解する

第 3回 基本的なコミュニケーション技術習得（１）　～コミュニケーションの基礎～ 言語的・非言語的なコミュニケーショ
ンを理解する

第 4回 基本的なコミュニケーション技術習得（２）　～言語的なコミュニケーション～ 言語的なコミュニケーションの技法を
理解する

第 5回 基本的なコミュニケーション技術習得（３）　～非言語的なコミュニケーション～ 非言語的なコミュニケーションの技法
を理解する

第 6回 ロールプレイ 言葉の二面性をまとめる

第 7回 　基本的な面接技術（１）　～個別化～ 個別化の原則を理解する

第 8回 　基本的な面接技術（２）　～受容と非審判的態度～ 受容、非審判的態度の原則を理解する

第 9回 　基本的な面接技術（３）　～自己決定～ クライエントの自己決定を理解する

第10回 基本的な面接技術（４）　～バイステックの7原則～ バイステックの7原則をまとめる

第11回 社会福祉士の倫理綱領 社会福祉士の倫理綱領をまとめる

第12回 社会福祉士の行動規範 社会福祉士の行動規範をまとめる

第13回　ソーシャルワークの価値 ソーシャルワークの価値を理解する

第14回 グループワーク（１）　～コミュニケーション技法～ コミュニケーション技法をまとめる

第15回 グループワーク（２）　～ソーシャルワークの倫理と価値～ ソーシャルワークの倫理と価値をまと
める
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ソーシャルワーク演習Ⅰ【演習】

山﨑(安)・田中(茂）・川﨑(孝)

ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅴでは、相談援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野に入れつつ、社会福祉士に求められる
相談援助に係る知識と技術について実践的に習得することにより、理論と実践の統合を理解できるようになることを主な目的とす
る。
　そこで、本演習Ⅰでは、相談援助に欠かすことのできない価値観や心構え、援助関係を形成するための基本概念について理解で
きるようになることを目的とする。その際には、社会福祉士に求められる理念、価値観、哲学的基礎、つまり専門職としての人間
観を形成するための基本的な概念を、相談援助事例を通して理解できるようになることを目的とする。また、具体的な事例検討を
通して、福祉専門職として身に付けるべきチームワーク力や問題解決力を育むことを目的とする。

１．専門的な援助関係形成の重要な基盤である自己覚知ができる。
２．専門的な援助関係形成の重要な基盤である基本的なコミュニケーション技術が習得できる。
３．専門的な援助関係形成の重要な基盤である基本的な面接技術が習得できる。
４．１～３を通して相談援助の基礎的素養が習得できる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

50％    課題①～⑥の詳細は、各教員から指示する
　　　　　レポートについては、その都度採点（評価）して、授業時に適宜返却する

なし

なし

50％    出席状況 ＋ 発表内容と水準、討論への参加度など

１．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのことレポート等の提出物及び提出期限は必ず守ること。
２．資格にかかわる科目のため、４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお，20分以
上の遅刻は欠席扱いとなる）。３．演習による授業のため、当然のこととして学生の積極的な取り組みが求められる。＜重要＞２
つの国家資格取得を希望する学生は，精神保健福祉士の取得希望調査に基づき，精神保健福祉士資格取得の指定科目「精神保健福
祉援助演習（基礎）」の要件を満たすクラスに配属します。心配な学生は実習支援センターか，教員に相談して下さい。

各教員による

各教員による

黒木保博他編『社会福祉援助技術演習』ミネルヴァ書房
川村隆彦『価値と倫理を根底に置いたソーシャルワーク演習』中央法規

各教員の他科目のシラバスを参照

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の他科目のシラバスを参照

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 社会生活・社会問題への視点 現代社会の諸課題をまとめる

第 2回 社会的排除① アルコール依存等の社会的ストレス アルコール依存症をめぐる諸課題をま
とめる

第 3回 社会的排除② 路上死、孤独死、自殺などの社会的孤立 社会的な孤立の現状を調べる

第 4回 社会的排除③ 外国人などへの社会的排除 社会的に排除されている外国人の具体
例を調べる

第 5回 虐待① 家庭における児童や高齢者の虐待 在宅における虐待の現状を調べる

第 6回 虐待② 施設における利用者への虐待 施設における虐待の現状を調べる

第 7回 家庭内暴力① 福祉事務所、司法関係者による把握 家庭内暴力が把握されるまでの経緯を
調べる

第 8回 家庭内暴力② 母子生活支援施設、その他のシェルターにおける事例 母子生活支援施設について調べる

第 9回 低所得者① ワーキングプア ワーキングプアの現状を調べる

第10回 低所得者② 生活保護受給者、救護施設等への入所者 生活保護受給者の現況をまとめる

第11回 ホームレス① ホームレスの原因とその実態 ホームレスの現況をまとめる

第12回 ホームレス② ホームレスの新たな形態（ネットカフェ難民など） 新たな形態のホームレスについて理解
する

第13回 その他の危機状態にある相談援助事例① 日常生活自立支援事業 日常生活自立支援事業を理解する

第14回 その他の危機状態にある相談援助事例② 成年後見制度 成年後見制度を理解する

第15回 その他の危機状態にある相談援助事例③ 自然災害・公害・薬害等 災害福祉を理解する
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ソーシャルワーク演習Ⅱ【演習】

山﨑(安)・田中(茂）・川﨑(孝)

ソーシャルワーク演習Ⅱでは、社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術について、具体的な相談援助事例をとりあげな
がら、社会生活上の諸問題について理解し、問題の発生や解決課題を洞察し、その援助について総合的・包括的・実践的に習得す
ることを目的とする。
社会生活・社会問題への視点から、具体的な課題別の相談援助事例等（集団に対する相談援助事例を含む）を活用するとともに、
視覚教材の使用や現場訪問を含めて、総合的かつ包括的な援助について実践的に習得する。また、具体的な事例検討を通して、福
祉専門職として身に付けるべきチームワーク力や問題解決力を育むことを目的とする。

１．さまざまな生活上の苦難をかかえる人とその問題を理解することができる。
２．個人、家族、地域の人々のつながりや地域に存在する機関や施設、公的・私的な社会資源を理解できる。
３．生活問題発生の機序、社会経済的問題や国家施策との関連について考え、その課題を指摘できる。
４．コミュニケーションスキルや援助関係の形成スキルが向上する。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

50％    課題①～④の詳細は、各教員から指示する
　　　　　レポートについては、その都度採点（評価）して、授業時に返却する

なし

なし

50％    出席状況 ＋ 発表内容と水準、討論への参加度など

１．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのことレポート等の提出物及び提出期限は必ず守ること。
２．４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす）。資格に係わる科目のため別途指示します
。
３．演習による授業のため、当然のこととして学生の積極的な取り組みが求められる。

各教員による

各教員による

黒木保博他編『社会福祉援助技術演習』ミネルヴァ書房
川村隆彦『価値と倫理を根底に置いたソーシャルワーク演習』中央法規　など

各教員の他科目のシラバスを参照

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の他科目のシラバスを参照

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 相談援助場面及び相談援助の過程① アウトリーチとニーズ把握 アウトリーチについて調べる

第 2回 相談援助場面及び相談援助の過程② インテーク インテークを理解する

第 3回 相談援助場面及び相談援助の過程③ アセスメントとプランニング アセスメントを理解する

第 4回 相談援助場面及び相談援助の過程④ 社会資源の活用・調整・開発 社会資源を調べる

第 5回 相談援助場面及び相談援助の過程⑤ 支援の実施とチームアプローチ チームアプローチを理解する

第 6回 相談援助場面及び相談援助の過程⑥ ネットワーキング ネットワーキングを理解する

第 7回 相談援助場面及び相談援助の過程⑦ モニタリングと効果測定 モニタリングを理解する

第 8回 相談援助場面及び相談援助の過程⑧ 終結とアフターケア アフターケアの意味を理解する

第 9回 地域福祉活動推進の実際① その意義 各自地域の福祉活動の状況を調べる

第10回 地域福祉活動推進の実際② アウトリーチとニーズ把握 各自地域のニーズをまとめる

第11回 地域福祉活動推進の実際③ 地域福祉の計画(1) 各自地域福祉計画を調べる

第12回 地域福祉活動推進の実際④ 地域福祉の計画(2) 地域福祉計画内容を理解する

第13回 地域福祉活動推進の実際⑤ ネットワーキング 各自地域のネットワーキング状況を調
べる

第14回 地域福祉活動推進の実際⑥ 社会資源の活用・調整・開発 各自地域に必要な資源を開発する

第15回 地域福祉活動推進の実際⑦ サービスの評価 サービス評価の意味を理解する
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ソーシャルワーク演習Ⅲ【演習】

山﨑(安)・納戸（美）

ソーシャルワーク演習Ⅲでは、ソーシャルワークの方法および地域福祉論の学修を踏まえ、演習Ⅱでとりあげた事例等を題材とし
て、具体的な相談援助技術の習得を目的とする。あわせて地域福祉の基盤整備と開発に係る事例を活用し、地域福祉活動推進の実
際について習得することを目指している。ソーシャルワーク実習を控えた時期であり、集団指導並びに個別指導により、実習現場
でも想定される相談援助場面の事例や地域福祉の推進に係る事例をとりあげ、援助関係の形成や援助過程について理解をうながす
とともに、その関連する地域における総合的・包括的支援を視野に入れた実技指導を行う。また、具体的な事例検討を通して、福
祉専門職として身に付けるべきチームワーク力や問題解決力を育むことを目的とする。

１． ロールプレーイングやグループワークを活用した演習により、コミュニケーション力、援助関係形成・面接技術の習得を図
り、実習先において想定される相談援助の実際をより良く理解できる。
２． フォーマル、インフォーマルな社会資源を生活問題の実際に合わせて有効活用するため、個人と環境の両側面からのアプロ
ーチについて理解を深めると共に、チームアプローチやネットワーキングの必要性が理解できる。
３．地域福祉活動におけるソーシャルワーカーの役割を学び社会資源の調整・開発の必要性について理解できる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

50％    「授業外学習」欄を参照（詳細は講義時に指示する）
　　　　　レポートについては、その都度採点（評価）して、適宜返却する

なし

なし

50％    出席状況 ＋ 発表内容と水準、討論への参加度など

１．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのことレポート等の提出物及び提出期限は必ず守ること。
２．４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお，20分以上の遅刻は欠席扱いとなる）
。資格に係わる科目のため別途指示します。
３．演習による授業のため、当然のこととして学生の積極的な取り組みが求められる。

なし

なし

黒木保博他編『社会福祉援助技術演習』ミネルヴァ書房
川村隆彦『価値と倫理を根底に置いたソーシャルワーク演習』中央法規

各教員の他科目のシラバスを参照

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の他科目のシラバスを参照

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 実習での個別体験の開示・共有 実習での個別体験を整理する

第 2回　個別援助の視点と方法（１）　～インテーク～ 個別援助からインテークを理解する

第 3回 　個別援助の視点と方法（２）　～アセスメント～ 個別援助からアセスメントを理解する

第 4回 　個別援助の視点と方法（３）　～プランニング～ 個別援助からプランニングを理解する

第 5回 　個別援助の視点と方法（４）　～モニタリング～ 個別援助からモニタリングを理解する

第 6回 　個別援助の視点と方法（５）　～アフターケア～ 個別援助からアフターケアを理解する

第 7回　個別援助の視点と方法（６）　～振り返りと評価～ 個別援助を振り返り、評価する

第 8回　個別援助から支援課題検証（１）　～支援課題をまとめる～ 個別援助から支援課題をまとめる

第 9回　個別援助から支援課題検証（２）　～機関別・制度別の支援課題をまとめる～ 機関別・制度別の支援課題をまとめる

第10回 　個別援助から支援課題検証（３）　～普遍的な課題をまとめる～ 個別課題から普遍的な課題をまとめる

第11回 各種の援助場面での相談援助実践の概念化・体系化 相談援助に係る技術をまとめる

第12回　地域福祉の基盤と開発（１）　～アウトリーチ～ 事例から地域住民へのアウトリーチを
理解し、まとめる

第13回　地域福祉の基盤と開発（２）　～ネットワーキング～ 事例からネットワーキングの現状を理
解し、まとめる

第14回 　地域福祉の基盤と開発（３）　～社会資源の開発～ 事例から地域の社会資源の開発を理解
し、まとめる

第15回 　地域福祉の基盤と開発（４）　～サービス評価～ 事例からサービス評価の意味を理解し
、まとめる
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授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

ソーシャルワーク演習Ⅳ【演習】

山﨑(安)・納戸(美)・福﨑(千)

ソーシャルワーク演習Ⅳでは、ソーシャルワーク実習を経験した後の演習であることから、相談援助に係る知識と技術について個
別的な体験を一般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、実習における学生の個別的な体験も視野に入れつつ、集団
指導並びに個別指導による実技指導を行うことを目的とする。ソーシャルワーク実習指導Ⅲとの関連性も視野に入れながら、演習
クラスのそれぞれに異なる実習先の学生が個別体験を開示・共有し、ソーシャルワーク演習Ⅰ～Ⅲで学修してきた相談援助や地域
福祉の推進に係る知識や技術について再確認し、実践的な知識や技術として一般化し体得できるようロールプレーイングやグルー
プワークを活用した実技指導を行う。また、具体的な事例検討を通して、福祉専門職として身に付けるべきチームワーク力や問題
解決力を育むことを目的とする。

１．さまざまな福祉問題に直面する人々への、在宅や施設及び地域の福祉専門機関等の場で展開される相談援助や地域福祉活動の
実際について、学生各自の実習での体験を一般化することができる。
２．１について、専門的援助技術の知識や技術として概念化・理論化し、体系立てて理解することができる。
３．コミュニケーションスキルや援助関係の形成スキルが向上する。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は社会福祉・児童福祉の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います
。

なし

50％    「授業外学習」欄を参照（詳細は講義時に指示する）
　　　　　レポートについては、その都度採点（評価）して、適宜返却する

なし

なし

50％    出席状況 ＋ 発表内容と水準、討論への参加度など

１．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのことレポート等の提出物及び提出期限は必ず守ること。
２．資格にかかわる科目のくため、４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお，20分
以上の遅刻は欠席扱いとなる。）。
３．演習による授業のため、当然のこととして学生の積極的な取り組みが求められる。

なし

なし

黒木保博他編『社会福祉援助技術演習』ミネルヴァ書房
川村隆彦『価値と倫理を根底に置いたソーシャルワーク演習』中央法規

各教員の他科目のシラバスを参照

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の他科目のシラバスを参照

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 　ミクロレベルでのソーシャルワークの実践（１）　～ミクロレベルのソーシャルワーク～ ミクロレベルでのソーシャルワーク実
践を理解する

第 2回  ミクロレベルでのソーシャルワークの実践（２）　～自己実現～ クライエントの自己実現に向けた支援
を理解する

第 3回  ミクロレベルでのソーシャルワークの実践（３）　～QOLの向上～ クライエントのQOL向上に向けた支援を
理解する

第 4回  ミクロレベルでのソーシャルワークの実践（４）　～権利擁護～ クライエントの権利擁護を理解する

第 5回  メゾレベルでのソーシャルワークの実践（１）　～メゾレベルでのソーシャルワーク～ メゾレベルでのソーシャルワーク実践
を理解する

第 6回  メゾレベルでのソーシャルワークの実践（２）　～自助グループ～ 自助グループの活動を調べる

第 7回  メゾレベルでのソーシャルワークの実践（３）　～自治体の独自福祉事業～ 自治体の独自福祉事業を調べる

第 8回  メゾレベルでのソーシャルワークの実践（４）　～地域包括ケアシステム～ 地域包括ケアシステムを理解する

第 9回  マクロレベルでのソーシャルワークの実践（１）　～マクロレベルのソーシャルワーク～ マクロレベルでのソーシャルワーク実
践を理解する

第10回  マクロレベルでのソーシャルワークの実践（２）　～制度の理解～ 制度の狭間について理解する

第11回  マクロレベルでのソーシャルワークの実践（３）　～制度の狭間解決に向けたソーシャルワー
ク～

制度の狭間解決に向けたソーシャルワ
ーク実践を理解する

第12回  マクロレベルでのソーシャルワークの実践（４）　～国内外の関連制度～ 国内外の関連制度を調べる

第13回  困難に直面している対象への支援 ミクロ・メゾ・マクロレベルでの支援
内容を調べる

第14回  困難に直面するリスクのある対象の早期発見・早期介入 早期発見・早期介入の重要性を理解す
る

第15回  困難発生予防及び社会参加・活動支援 困難発生予防のために必要なソーシャ
ルワークを理解する
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成 績 評 価

ソーシャルワーク演習Ⅴ【演習】

大西(良)・川﨑(孝)・山﨑(安)

ソーシャルワーク演習Ⅴでは、各学生が専門職者として将来的に希望する道に見合った演習内容を主体的に選択する。特化したコ
ースでは、ソーシャルワークのジェネリックな要素、即ち各分野や援助形態に共通する概念、知識、方法、社会資源の体系を、総
合的・包括的にとらえながら、それらの要素をさまざまな場面に応じてスペシフィックに適用できる実践力を身につけることがで
きることを目的とする。これらのことを通して、福祉専門職として身に付けるべきチームワーク力及び問題解決力を育む。

１．事例の個別性や複合性に目を向ける視点を養うことができる。
２．利用者の自己決定権を尊重し自立を促進させようとする姿勢や人権擁護・権利擁護の立場が理解できる。
３．コミュニケーションスキルや援助関係の形成スキルが向上する。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

50％    課題①②の詳細は、各教員から指示する
　　　　　課題については、その都度採点（評価）して、適宜返却する

なし

なし

50％    出席状況 ＋ 発表内容と水準、討論への参加度など

１．授業の具体的な進め方について、掲示および第1回めのオリエンテーションで説明するので、指示に十分注意すること。
２．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのことレポート等の提出物及び提出期限は必ず守ること。
３．資格にかかわる科目のため、４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお，20分以
上の遅刻は欠席扱いとなる）。
４．演習による授業のため、当然のこととして学生の積極的な取り組みが求められる。

各教員による

各教員による

黒木保博他編『社会福祉援助技術演習』ミネルヴァ書房
川村隆彦『価値と倫理を根底に置いたソーシャルワーク演習』中央法規

各教員の他科目のシラバスを参照

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の他科目のシラバスを参照

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 ソーシャルワーク実習・実習指導における個別及び集団指導の目的と意義 実習に取り組む姿勢・態度についてノ
ート整理

第 2回 現場に学ぶ① 児童福祉施設 レポート作成と提出（感想と考察）

第 3回 現場に学ぶ② 障害者支援施設 レポート作成と提出（感想と考察）

第 4回 現場に学ぶ③ 高齢者福祉施設 レポート作成と提出（感想と考察）

第 5回 現場に学ぶ④ 行政機関 レポート作成と提出（感想と考察）

第 6回 現場に学ぶ⑤ 社会福祉協議会・医療機関 レポート作成と提出（感想と考察）

第 7回 社会福祉施設・機関の概要① ― 沿革・歴史、根拠法と制度 沿革・歴史、根拠法と制度についてノ
ート整理

第 8回 社会福祉施設・機関の概要② ― 対象者とニーズ 対象者とニーズについてノート整理

第 9回 社会福祉施設・機関の概要③ ― 関連職種・業務とサービス内容 社会福祉施設・機関についてレポート
作成と提出

第10回 対人援助技術の方法① ― 人権の尊重と共感的態度（グループワーク、ディスカッションを含
む）

人権の尊重と共感的態度についてノー
ト整理

第11回 対人援助技術の方法② ― 対人関係の構築に関する技術（グループワーク、ディスカッション
を含む）

対人関係の構築についてノート整理

第12回 対人援助技術の方法③ ― 倫理綱領と守秘義務（グループワーク、ディスカッションを含む） 対人援助技術についてレポート作成と
提出

第13回 記録① ― ソーシャルワークにおける記録の意義（秘密保持・プライバシーを含む） 記録の意義についてノート整理

第14回 記録② ― 実習記録ノートの記入方法 記録方法についてノート整理

第15回 記録③ ― 記録（メモ等を含む）の取り方 記録についてレポート作成と提出
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ソーシャルワーク実習指導Ⅰ【演習】

池田(和)・山﨑(安)・納戸（美）・栗田(紀)

　ソーシャルワーク実習の意義や相談援助に関する知識と技術について具体的かつ実際的に理解するとともに、社会福祉士に求め
られる資質、コミュニケーション・スキル等の技能、倫理観・人間観、自己に求められる課題把握等、基礎的な能力を習得する。
　そのため、実習分野の中から実習指導者を学外講師として迎え、専門職に求められる知識や技術、資質や倫理、介護等の関連業
務の内容やチームアプローチ等について実践現場に対する理解を深めたうえで、個別指導・集団指導を通して、実習分野の概要や
相談援助の知識や技術、専門職に求められる倫理観・人間観や自己覚知、人権への配慮、および記録の意義等についての基本的な
理解を深める。
  また、これらの学習を通して、市民としての社会的責任や勤労観、卒業後の自己のキャリアを構想する力を身につけることも課
題とする。

１．実習の意義と目的及び実習全体の展開方法について理解できる。
２．利用者理解と施設・事業者・機関・団体・地域社会等について理解できる。
３．実習先で必要とされる相談援助の知識やコミュニケーション・スキル等の技術及び関連業務やサービスについて理解できる。
４．実習先の施設・機関がチームによる支援（チームワーク力）で課題解決を行う（問題解決力）展開方法について理解できる。
５．実習における個人のプライバシーの保護と守秘義務の重要性を理解できる。
６．実習記録の記録内容及び記録方法について理解できる。
７．社会福祉専門職に求められる知識・技能について体系的に理解できる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき45分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

0％

50％   担当教員が指示するレポートなどの提出物

0％

0％

50％    授業に対する主体性

１．授業の具体的な進め方について、第1回めの授業で説明するので、指示に十分注意すること。
２．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのこと、レポート等の提出期限は必ず守ること。
３．４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお、20分以上の遅刻は欠席扱いとなる）
。資格に係わる科目のため別途指示します。

『ソーシャルワーク実習の手引き』（筑紫女学園大学） ← 大学から配布

なし

『ソーシャルワーク実習の手引き』に記載されている「参考文献」を参照すること

質問等は常に実習支援センターを活用のこと

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

１



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 ソーシャルワーク実習の目的と意義 実習に臨む姿勢・態度についてノート
整理

第 2回 実習先機関・施設の理解① ― 沿革、根拠法と制度的位置 機関・施設の総合的理解についてノー
ト整理

第 3回 実習先機関・施設の理解② ― 利用者理解、サービス内容 機関・施設利用者とサービスの理解に
ついてノート整理

第 4回 実習先機関・施設の理解③ ― 関連職種（介護や保育等）と連携 多職種連携の理解についてノート整理

第 5回 実習先機関・施設の理解④ ― 実習先機関・施設で必要とされる知識と方法 知識と方法の理解についてノート整理

第 6回 実習計画書の作成① ― 実習計画書の意義と内容 実習計画書の意義と内容についてノー
ト整理

第 7回 実習計画書の作成② ― 実習計画書の様式と書き方 実習計画書の様式と書き方についてノ
ート整理

第 8回 実習計画書の作成③ ― 実習計画の目標と課題設定①（実習先の特徴） 実習先の特徴についてノート整理

第 9回 実習計画書の作成④ ― 実習計画の目標と課題設定②（実習課題の明確化） 実習課題の明確化と実習計画書の作成

第10回 実習計画書の作成⑤ ― 実習計画の目標と課題設定③（実習課題達成のために必要なこと） 実習計画書の作成・提出

第11回 実習記録ノートの書き方① ― 実習記録ノートの意義と内容 記録の意義と内容についてノート整理

第12回 実習記録ノートの書き方② ― 実習中の記録（メモ等）の取り方 記録の方法についてノート整理

第13回 倫理綱領と守秘義務① ― 社会福祉士及び介護福祉士法と守秘義務についてディスカッション ソーシャルワーカーの倫理についてノ
ート整理

第14回 倫理綱領と守秘義務② ― 個人情報保護法とプライバシーについてディスカッション 個人情報、プライバシーへの配慮につ
いてノート整理

第15回 実習の心得について ― グループワークとディスカッション 実習に向けての最終確認
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担 当 教 員

成 績 評 価

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ【演習】

池田(和)・山﨑(安)・大西(良)・納戸（美）・川﨑(孝)

　ソーシャルワーク実習の事前指導を行い、相談援助に係る知識とコミュニケーション・スキル等の技術を体得するとともに、社
会福祉士に求められる資質、技能、倫理観・人間観などを習得する。
　各自の配属実習先施設・機関等についての理解を深め、実習先で事前の現場体験学習及び見学実習を行い、それらを踏まえて実
習先で必要とされる相談援助の知識とコミュニケーション・スキル等の技術の理解のうえに、各自の実習目標および課題を設定し
た「実習計画書」を作成する。あわせて実習に臨むに当たって、個人のプライバシーの保護と守秘義務等の再認識や実習記録の意
義と内容および方法などを習得する。
  また、この過程を通して、市民としての社会的責任や勤労観、卒業後の自己のキャリアを構想する力を身につけることも課題と
する。

１．実習先施設・機関等の利用者、サービス内容の理解を通して、社会福祉現場における問題解決力を身につけることができる。
２．相談援助の知識と技術並びに関連業務の内容及びチームアプローチの実際（チームワーク力）について体験的に理解できる。
３．実習での個人のプライバシーの保護や守秘義務の重要性を理解できる。
４．実習中の実習記録への記入内容及び方法について習得できる。
５．実習に臨んでの目標や課題を設定し、実習指導者・担当教員の指導のもと実習計画書を作成できる。
６．実習の事前学習を通して、社会福祉専門職に求められる知識・技能を身につけることができる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき45分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は社会福祉・児童福祉の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います
。

0％

50％    担当教員が指示するレポートなどの提出物

0％

0％

50％    授業に対する主体性

１．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのこと、レポート等の提出期限は必ず守ること。
２．４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお，20分以上の遅刻は欠席扱いとなる）
。資格に係わる科目のため別途指示します。
３．つねに実習支援センターとの連携を深め、主体的・意欲的に取り組むこと。

『ソーシャルワーク実習の手引き』（筑紫女学園大学） ← 大学から配布

なし

『ソーシャルワーク実習の手引き』に記載されている「参考文献」を参照すること

質問等は常に実習支援センターを活用のこと

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

１



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回 実習先機関・施設への事前訪問の意義、実習中の具体的指導方法について 事前訪問および実習中の指導方法につ
いて確認

第2回 実習先機関・施設への事前訪問（1回目）の事前指導 実習計画内容の確認と実習先指導者へ
の説明の仕方

第3回 実習先機関・施設への事前訪問（1回目）の事後指導 1回目事前訪問の成果と課題確認

第4回 実習先機関・施設への事前訪問（1回目）をふまえた実習計画明確化についての指導（グループ
ワークを含む）

実習先の現状に合った実習計画の明確
化

第5回 実習先機関・施設への事前訪問（２回目）の事前指導 1回目の事前訪問で確認した課題につい
ての検討

第6回 実習先機関・施設への事前訪問（2回目）の事後指導 2回目事前訪問の成果と課題確認

第7回 実習先機関・施設への事前訪問（2回目）をふまえた実習計画明確化についての指導（グループ
ワークを含む）

実習先の現状に合った実習計画の明確
化

第8回 職場実習の体験をふまえたスーパービジョン 職場実習の成果と課題確認

第9回 職場実習に関する実習記録についての指導 現場での実習記録確認

第10回 職種実習の体験をふまえたスーパービジョン 職種実習の成果と課題確認

第11回 職種実習に関する実習記録についての指導 現場での実習記録の確認と修正

第12回 ソーシャルワーク実習の体験をふまえたスーパービジョン（グループワークを含む） ソーシャルワーク実習全体の成果と課
題確認

第13回 ソーシャルワーク実習に関する実習記録についての指導 実習記録全体の整理・点検

第14回 ソーシャルワーク実習における事例研究に対する指導（発表とディスカッション） 実習中に接した事例についてのレポー
ト作成

第15回 ソーシャルワーク実習における自己覚知に関する指導（発表とディスカッション） 実習体験を通しての自己覚知と今後の
課題について整理
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ソーシャルワーク実習指導Ⅲ【演習】

池田(和)・山﨑(安)・大西(良)・川﨑(孝)・納戸（美）

  ソーシャルワーク実習に向けた事前訪問（実習先指導者と実習計画の内容確認および修正、実習中の指示などの機会で、原則と
して2回の訪問を行う）についての事前指導と事後指導、ならびに実習中の巡回訪問指導（週に1回行う）のための授業であり、ソ
ーシャルワーク実習指導Ⅱで設定した学生各自の実習課題達成を確実なものとすることを目的とする。
  また、実習中のスーパービジョンなどを通して、市民としての社会的責任や勤労観、卒業後の自己のキャリアを構想する力を身
につけることも課題とする。

１．実習先機関・施設との間で実習計画の明確化を図ることができる。
２．実習先機関・施設における職場実習の実際を把握できる。
３．実習先機関・施設における職種実習の実際（現場における倫理観・人間観やコミュニケーション・スキル等）を把握できる。
４．実習中における実習記録ノートへの記録内容と方法について吟味できる。
５．ソーシャルワーク実習における事例研究と自己覚知について理解を深めることができる。
６．スーパービジョンを通して、社会福祉専門職に求められる知識・技能（チームワーク力、問題解決力を含む）を身につけるこ
とができる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき45分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

0％

20％    担当教員が指示すレポートなどの提出物

0％

30％    事前訪問についての指導、巡回指導時の受け答えなど

50％    特に実習先との関係づくりを重視した実習への取り組み態度

１．この授業では特に実習先指導者との関係が出てくるので、学ぶ姿勢や態度に十分注意すること
２．事前訪問や実習について不安があれば、すぐに担当教員や実習支援センターに相談すること

『ソーシャルワーク実習の手引き』（筑紫女学園大学） ←大学から配布

なし

『ソーシャルワーク実習の手引き』に記載されている「参考文献」を参照すること

質問等は常に実習支援センターを活用のこと

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

１



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 ソーシャルワーク実習の報告会① ― プレゼンテーションとディスカッション 報告スライドの作成と報告

第 2回 ソーシャルワーク実習の報告会② ― プレゼンテーションとディスカッション 報告スライドの作成と報告

第 3回 ソーシャルワーク実習の報告会③ ― プレゼンテーションとディスカッション 報告スライドの作成と報告

第 4回 ソーシャルワーク実習の報告会④ ― プレゼンテーションとディスカッション 報告スライドの作成と報告

第 5回 ソーシャルワーク実習の報告会⑤ ― プレゼンテーションとディスカッション 報告スライドの作成と報告

第 6回 実習報告書の作成① ― 実習報告書の意義と目的 実習報告書の意義と目的についてノー
ト整理

第 7回 実習報告書の作成② ― 実習報告書の書き方 実習報告書の書き方についてノート整
理

第 8回 実習報告書の作成③ ― 実習報告書の第一次草稿作成 実習報告書第一次草稿の作成・提出

第 9回 実習報告書の作成④ ― 実習報告書の第二次草稿作成 実習報告書第二次草稿の作成・提出

第10回 実習報告書の作成⑤ ― 実習報告書の提出 実習報告書の作成・提出

第11回 実習評価表と自己評価① ― 実習成果の振り返り 実習の総括

第12回 実習評価表と自己評価② ― 学習課題の発見と整理 今後の学習課題の確認

第13回 実習成果とディレンマ① ― 個別・集団指導（グループワークとディスカッションを含む） 実習で感じたディレンマについて検討

第14回 実習成果とディレンマ② ― 自己覚知（グループワークとディスカッションを含む） 自己覚知についてその内容の整理と検
討

第15回 実習のまとめ ― プレゼンテーションとディスカッション 実習の総括と学習課題について最終確
認
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ソーシャルワーク実習指導Ⅳ【演習】

池田(和)・山﨑(安)・大西(良)・川﨑(孝)・納戸（美）

　ソーシャルワーク実習の事後指導として、個別・集団指導を通して、実習での具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術とし
て概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を修得する。
　実習後の教育として、各自が事前に設定した実習計画書を中心として、各自の実習記録や実習体験を踏まえた振り返りを行い、
演習クラス単位及び全体報告会や個別指導・集団指導を通して、具体的な体験や援助実践を総括し、専門職がもつべき倫理観・人
間観、現場で求められるコミュニケーション・スキル等の実践的・専門的援助技術の課題を踏まえた実習報告書を作成する。
  また、実習の事後学習を通して、市民としての社会的責任や勤労観、卒業後の自己のキャリアを構想する力を身につけることも
課題とする。

１．演習クラス及び全体での報告会を通して、各自の実習記録や体験を整理するレポートを作成できる。
２．個別・グループによるスーパービジョンを通して、実習中の行動の意味づけ、ディレンマの解消等の振り返りができる。
３．実習記録や体験を客観化し、実習総括レポートと実習報告書を作成できる。
４．実習先の評価表と自己評価を踏まえて、各自の今後の学習課題を明らかにできる。
５．事後学習を通して、社会福祉専門職に求められる知識・技能（チームワーク力、問題解決力を含む）を身につけることができ
る。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき45分必要です。詳しくは学生便覧参照。

担当教員の中には社会福祉・児童福祉の実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

0％

50％    実習報告書

0％

25％    実習報告会での報告

25％    授業に対する主体性

１．この授業は積み重ねによる理解が必要となるので、出席はもちろんのこと、レポート等の提出期限は必ず守ること。
２．４回以上の欠席では原則単位取得が認められない（遅刻２回＝欠席１回とみなす。なお，20分以上の遅刻は欠席扱いとなる）
。
３．つねに実習支援センターとの連携を深め、主体的・意欲的に取り組むこと。

『ソーシャルワーク実習の手引き』（筑紫女学園大学） ← 大学から配布

なし

『ソーシャルワーク実習の手引き』に記載されている「参考文献」を参照すること

質問等は常に実習支援センターを活用のこと

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

１



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　就労支援と雇用政策、労働市場の動向 配付資料を見直して復習する。

第2回　労働法（１）労働法の必要性、体系・分類 配付資料を見直して復習する。

第3回　労働法（２）賃金、労働時間等の労働条件 配付資料を見直して復習する。

第4回　雇用保険 配付資料を見直して復習する。

第5回　労働者災害補償保険（労災保険） 配付資料を見直して復習する。

第6回　低所得者への就労支援（１）生活保護受給者に対する就労支援①生活保護制度の中の就労支援
制度

配付資料を見直して復習する。

第7回　低所得者への就労支援（１）生活保護受給者に対する就労支援②生活保護の要件との関係 配付資料を見直して復習する。

第8回　低所得者への就労支援（２）特定求職者支援法・生活困窮者自立支援法 配付資料を見直して復習する。

第9回　障害者就労支援の実際と課題 配付資料復習

第10回　障害者雇用施策の概要① 障害者雇用促進法 配付資料復習

第11回　障害者雇用施策の概要② 組織とその役割 配付資料復習

第12回　障害者雇用施策の概要③ 専門職の役割 配付資料復習

第13回　福祉的就労；サービス事業所、障害者支援施設の役割と実際 配付資料復習

第14回　福祉的就労における専門職の役割と課題 配付資料復習

第15回　福祉的就労における機関連携のあり方と課題 配付資料復習
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成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

雇用政策論【講義】

川﨑　孝明・高木　佳世子

「自立支援」を基調とする相談援助実践が展開される状況の中、生活保護制度および障害者福祉施策における就労支援制度の概要
について理解する。
さらに、就労支援施策の実際と、それを担う組織・団体、専門職の役割と連携のあり方について検討し、雇用政策全体の中で就労
支援施策がもつ意義と課題を発見することを目的とする。
そのため、具体的な事例を検討しながら、生活保護制度および障害者福祉施策における就労支援制度が、雇用政策全体の中でもつ
位置づけを明確にし、そこにどのような政策課題があるのかを学ぶ。

１．雇用政策（労働法を含む）の概要と動向について理解できる。
２．生活保護制度運営における就労支援（自立支援プログラムを含む）を中心に、低所得者に対する就労支援の課題について説明
できる。
３．福祉事務所とハローワークの連携について、現状と課題を指摘できる。
４．障害者福祉施策における就労支援の課題を指摘することができる。
５．障害者福祉施策における機関連携のあり方について理解し、その課題を指摘することができる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

科目担当者の中には弁護士としての実務経験のある者がおり、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

0％

100％（詳細は講義時に指示する）

0％

0％

0％

講義時に資料を配付するので、やむを得ず欠席したときなどは、後日研究室に資料を受け取りに来ること

なし。授業時に資料を配布する。

なし

必要に応じ、講義時に紹介する

（高木）水4　（川﨑）火4

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の別のシラバスを参照ください。

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　貧困とは／公的扶助の概念と歴史 第１章第１節～第３節を読む。

第2回　生活保護基準と保護の種類、内容及び方法 第２章第１節３、６を読む。

第3回　生活保護法と生活保護制度、生活保護の目的 第２章第１節１を読む。

第4回　生活保護の原理（１）１～３条 第２章第１節２（５０頁③まで）を読
む。

第5回　生活保護の原理（２）４条 第２章第１節２（５０頁④から）を読
む。

第6回　生活保護の原則（１）７・８条 第２章第１節２（２）①②を読む。

第7回　生活保護の原則（２）９・１０条 第２章第１節２（２）③④を読む。

第8回　保護施設 第２章第４節・第３章第４節を読む。

第9回　保護利用者（被保護者）の権利及び義務 第２章第２節４（１）（２）を読む。

第10回　不服申立てと訴訟 第２章第２節４（３）を読む。

第11回　生活保護の実施体制、実施機関 第２章第２節１、２を読む。

第12回　生活保護の財政 第２章第１節５を読む。

第13回　生活保護自立支援プログラム 第３章第１節・第２節を読む。

第14回　生活困窮者自立支援制度 第４章第２節を読む。

第15回　ホームレスの人への施策／まとめ 第５章を読む。

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

公的扶助論【講義】

高木　佳世子

1.貧困問題の原因と公的扶助の意義について学び、生活保護制度のあるべき運用について検討する。
2.生活保護制度の運用の実際と生活保護法改正の概要について学び、問題点についても検討する。

1.貧困問題が生じる原因と公的扶助の意義について説明できる。
2.生活保護制度の概要について説明できる。
3.生活保護制度改革や運用上の問題点について指摘できる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は弁護士としての実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

１００％

なし

なし

なし

なし

復習として教科書とレジュメをもとに自分のノートを作ることをおすすめします。
やむをえない欠席、遅刻の場合は、自主的に情報を補い学修するようにしてください。

『社会福祉学習双書2020　第7巻　公的扶助論』（全国社会福祉協議会、2020年）

池田和彦・砂脇恵編著『公的扶助の基礎理論－現代の貧困と生活保護制度』ミネルヴァ書房

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

生活保護制度研究会『生活保護のてびき　令和元年度版』（第一法規、2019年）、岩永理恵・卯月由佳・木下武徳『生活保護と貧

困対策　その可能性と未来を拓く』（有斐閣、2018年）　その他、講義の際に紹介します。

水曜4限 

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　更生保護の意義と歴史 第３部第２章第１節を読む。

第2回　福祉専門職が更生保護に関わる意味（映像視聴） 感想文作成

第3回　データでみる犯罪・非行 配付資料を見直して復習する。

第4回　成人の刑事司法手続 第３部第１章第１節・第３節を読む。

第5回　少年司法手続 第３部第１章第２節を読む。

第6回　仮釈放・仮退院 第３部第２章第４節を読む。

第7回　保護観察 第３部第２章第２節を読む。

第8回　生活環境調整と就労支援／更生緊急保護 第３部第２章第３節・第５節を読む。

第9回　更生保護の担い手（１）保護観察官／保護司 第３部第３章第１節・第２節を読む。

第10回　更生保護の担い手（２）更生保護施設／民間協力者 第３部第３章第３節・第４節を読む。

第11回　関係機関との連携／犯罪被害者等の支援／恩赦 第３部第４章全体と第２章第６節・第
７節を読む。

第12回　医療観察法（１）医療観察法の概要、手続きの流れ 第３部第５章第１節～第３節を読む。

第13回　医療観察法（２）手続きの流れ（続）と対象者の支援 第３部第５章第４節～第５節を読む。

第14回　海外の刑事政策に関する映像視聴 感想文提出

第15回　更生保護の最近の動向等／まとめ 配付資料を読む。

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
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小テスト等
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受講態度他
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

司法福祉論【講義】

高木　佳世子

1.更生保護の意義（犯罪を犯した人や非行少年をなぜ援助しなければならないのか）を考え、近年の犯罪現象をデータで冷静に把
握し、更生保護制度改革の課題についても検討する。
2.成人の刑事司法手続、少年司法手続を概観し、更生保護の位置づけを確認した上で、保護観察と更生緊急保護の制度について詳
細に学ぶ。
3.心神喪失者等医療観察法の概要と問題点を学ぶ。

1.更生保護の意義を理解し、社会福祉の担い手としてのあるべき関わりについて自分なりの考え方ができること。
2.保護観察・更生緊急保護について正確に理解し他者に説明できること。
3.心神喪失者等医療観察法の概要と問題点について指摘できること。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は弁護士としての実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

学期末（１２月中に出題し、定期試験前後に提出）７０％

３０％（映像教材などの感想文）

なし

０％

1.日頃馴染みがないと思われる犯罪・非行という事象や裁判手続き、更生保護に関わる人や組織について、できるだけ具体的な事
例を挙げたり映像を用いたりしてお伝えしたいと思いますが、ぜひ、紹介する参考図書などにも積極的に触れて、具体的なイメー
ジが描けるように心がけてください。
2.やむをえない欠席、遅刻の場合は、自主的に情報を補い学修するようにしてください。

『社会福祉学習双書2020 第13巻 法学 権利擁護と成年後見制度／更生保護制度』（全国社会福祉協議会、2020年）第３部を使用
。前半は民法改正や行政不服審査法改正にも対応しているため復習や国試対策に利用して欲しい。

法務省法務総合研究所編『令和元年版　犯罪白書』　全文インターネットで閲覧可能

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

西日本新聞社会部著『ルポ　罪と更生』（法律文化社）、山本譲司『刑務所しか居場所がない人たち　学校では教えてくれない障

害と犯罪の話』（大月書店）など　その他、授業の際に紹介

水曜4限 

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 オリエンテーション：　女性の発達とライフサイクル 女性やジェンダーに関連する新聞記事
等を調べる

第 2回 女性らしくとは 女性やジェンダーに関する新聞記事等
を調べる

第 3回 思春期における心理臨床：女性と食行動 女性やジェンダーに関する新聞記事等
を調べる

第 4回 女性のライフコースとキャリア発達 厚生労働省HP「女子大学生就活ガイド
」を調べる

第 5回 女性のキャリア発達とその関連要因 自分の経験をもとに考察する
レポートを作成する

第 6回 現代の結婚事情 レポートを作成する

第 7回 親となるプロセス①：　妊娠・出産に関わる意思決定 身近な女性から妊娠・出産にまつわる
話を聞く

第 8回 親となるプロセス②：　現代の子育て事情 子育て支援の地域資源について調べる

第 9回 ライフコースの調整とケア役割 どのような働き方をしたいか自分の考
えをまとめる

第10回 ケア・テイカーとしての女性 家庭を維持していくために誰がどのよ
うな役割を果たしているのか考える

第11回 中年期女性の選択 アイデンティティの発達について復習
しておく

第12回 支え、支えられる中高年期 コンボイについて調べる

第13回 うつと女性 : なぜ性差があるのか 講義内容の復習

第14回 ジェンダーの問題としてＤＶを考える 居住地域の男女共同参画センターにつ
いて調べる

第15回 国際比較から日本の女性を考える ジェンダーギャップ指数について調べ
る

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

女性心理学【講義】

渋田　登美子

　人生80余年という長寿命化と少子化が急速に進む現代において、女性の性役割観や価値観が変容し、女性の生き方は多様化して
います。女性が生き方を選択できるようになったということができますが、どのようなライフコースを選んでも、女性は男性以上
に何度も人生の岐路に立たされ、選択を迫られることになります。
　この授業は、現代女性の生き方に影響を与えている生物学的要因、文化・社会的要因、心理的要因について考察します。その中
で自分自身に向き合い、現代社会に生きる女性として自分らしい将来設計をすることを目的とします。

1.女性の生き方や女性特有の心理臨床的問題に影響を与えている文化・社会的要因、心理的要因、生物学的要因について説明する
ことができる。
2.女性の多様なライフコースとそれぞれのコースに想定される心理的な危機について具体的に述べることができる。
3.ワーク・ライフ・バランスについて自分の考えを述べることができる。

心（1）-④社会の一員としての意識をもってその発展に関わることができる。「市民としての社会的責任・勤労観」
心（3）-②-2 人間の心の発達段階における諸課題について説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-3 初等教育を取り巻く社会・地域・家庭の状況について概要を説明することができる。
幼（3）-②-3 子どもを取り巻く社会・地域・家庭の状況について概要を説明することができる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

なし

20％　中間レポート：授業の内容に関 連した新聞・雑誌の記事を用いた レポート　1500字程度　
30%    学期末レポート

なし

なし

50％　毎回のショートライティング（学習内容の確認／意見）
　　　フォーラムへの質問のうち、受講者の学びに貢献する良い質問を評価します。

当たり前と思っていたことが、実は当たり前ではなく、自分が気づいていなかったジェンダーの問題かもしれません。
漠然と聞くのではなく、将来の自分や身近な女性をイメージし、自己関与しながら受講してください。
授業中のスマホ操作は厳禁です。

毎回資料を配布する

使用しない

肥田幸子・太田和佐・堀篤実・清水紀子・大見サキエ（著）　『女性心理学 ー現代を女性として生きるために』 　唯学書房
園田雅代・平木典子・下山晴彦（著）『女性の発達臨床心理学』金剛出版

金曜日昼休み・4限 　遠隔授業中は授業内容に関して
はフォーラムで、それ以外はメールにて。

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 心理学とは①：心理学の起源、歴史 心理学の歴史についての復習

第 2回 心理学とは②：心理学の諸領域と関連領域 心理学の領域と成果についての復習

第 3回 発達①：人間の発達段階とは 発達段階の特徴についての復習

第 4回 発達①：発達段階の理論 発達理論の整理と復習

第 5回 発達③：言語の発達 言語の発達についての復習

第 6回 発達④：社会性の発達 家族や友人関係の発達についての復習

第 7回 まとめ①：心理学の歴史、発達 心理学の歴史と発達心理学の整理

第 8回 性格①：人格の特性について 人格のとらえ方の復習

第 9回 性格②：性格の分類 人格理論の復習

第10回 性格③：性格の形成 性格形成の要因についての復習

第11回 性格④：集団と性格 集団が正確に与える影響についての復
習

第12回 社会①：集団における個人の行動 集団における性格と行動についての復
習

第13回 社会②：個人と対人関係 個人と社会的知覚についての復習

第14回 社会③：同調行動について 同調行動の経験についての振り返り

第15回  まとめ②：人格、社会 人格と社会心理学の振り返り

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

心理学概論Ⅰ【講義】

榊　祐子

　人間の多面的理解に貢献してきた心理学の諸領域について概観し、特に、人間の発達や性格、社会的行動に関する基礎的知識の
習得を目指す。
　それぞれの領域における重要な事項を選択し、日常的なテーマなども取り入れながら、心理学概論Ⅱとあわせて、心理学全般に
わたる基本概念を学ぶ。単なる知識の獲得にとどまらず、自分自身の性格や行動、日常生活における対人関係などと関連付けなが
ら理解を深めていく。

①人間の発達段階や理論について比較し、それぞれの特徴を具体的に述べることが出来る
②性格の特性や分類を説明し、自らの性格と関連づけて述べることが出来る。
③集団における行動の特徴について説明することが出来る
④日常生活での経験やこれまでの体験を発達、社会、人格などの視点から解釈し説明することが出来る

心（3）-②-1 人間が多面的で多様性をもった存在であることを説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-1 初等教育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-2 初等教育の専門職に求められる資質や知識・技能を身に付けている。
幼（3）-②-1 幼児教育と保育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
幼（3）-②-2 幼児教育と保育の専門職に求められる資質や知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

なし

40％　歴史、発達、人格、社会の領域からそれぞれテーマを設定し、調べてまとめる
30％　まとめ①、②のまとめレポート

なし

なし

30%　授業に関するコメントや講義内容に関するショートレポート

授業中の私語、携帯電話の使用、不要な途中退出は慎むこと。

指定なし

指定なし

適宜紹介

火曜日２限

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　オリエンテーション・授業の内容や授業計画について 日本精神保健福祉士協会ホームページ
内「精神保健福祉士について」閲覧

第2回　科目の位置づけ、精神保健福祉士の概要 予習課題；精神保健福祉士の役割につ
いて考える

第3回　精神保健福祉士制度化の歩み 事前学習；テキスト第1章第1節

第4回　精神保健福祉士の専門性 事前学習；テキスト第1章第2節

第5回　社会福祉士及び介護福祉士法における位置づけ 事前学習；テキスト第２章第1節

第6回　社会福祉士の役割 事前学習；テキスト第２章第２節

第7回　相談援助の定義 事前学習；テキスト第３章第1節

第8回　相談援助活動の定義と概念 事前学習；テキスト第３章第２節

第9回　相談援助についてのまとめ 予習課題；社会福祉士の役割、相談援
助の概念についてまとめる

第10回　ソーシャルワークの価値と理念 事前学習；テキスト第４章第1節

第11回　価値・理念の具体的内容 事前学習；テキスト第４章第２節

第12回　事例研究 事前学習；プリント配布（価値や理念
に関する事例）

第13回　ソーシャルワークの源流と形成過程 事前学習；テキスト第５章第1節

第14回　日本におけるソーシャルワークの形成過程 事前学習；テキスト第５章第２節

第15回　精神保健福祉分野におけるソーシャルワーク 事前学習；テキスト第５章第３節

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等
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受講態度他

受講上の留意
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関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

精神保健福祉相談援助の基盤Ⅰ【講義】

栗田（紀）

精神保健福祉士の役割と意義について理解する。精神保健福祉士の専門性、社会福祉士との協働などについて理解する。

１．精神保健福祉士の役割と意義について理解する
２．社会福祉士の役割と意義について理解する
３．相談援助の概念と範囲について理解する
４．相談援助の理念について理解する

福（3）-②-3 社会福祉を取り巻く社会・地域・家庭の状況について概要を説明することができる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

この科目は精神保健福祉士の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし。

40％。レポート試験（グループワークでのふりかえりレポート、学期末のレポート）

30％。小テストを実施します。

なし。

30％。講義中に適時質問や話し合いの時間をとりますので、積極的に受講して下さい。

１．受講態度（遅刻や欠席も含め）を重視します。
２．欠席が3分の1以上あれば、原則単位取得は認められません。

新・精神保健福祉士養成講座３　『精神保健福祉相談援助の基盤（基礎・専門）　第2版』　中央法規出版

なし

講義の際、必要に応じて紹介します。

前期；木曜日2限目（10：50－12：20）、後期；月曜
日５限目（14：50－16：20）

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　相談援助とは プリント復習；ソーシャルワークにつ
いて

第2回　精神保健福祉分野における相談援助活動の対象 事前学習；テキスト第6章第1節

第3回　精神保健福祉分野における相談援助活動の目的と意義 事前学習；テキスト第6章第２節

第4回　精神保健福祉分野における相談援助活動の現状と今後の展開 事前学習；テキスト第6章第３節

第5回　専門職の概念 事前学習；テキスト第７章第1節

第6回　精神保健福祉分野にかかわる専門職の概念とその業務 事前学習；テキスト第７章第２節

第7回　精神科医療機関における専門職 事前学習；テキスト第７章第２節

第8回　その他関係機関における専門職 事前学習；テキスト第７章第２節

第9回　精神保健福祉士と他専門職との相違 予習課題；各専門職の役割についてま
とめる

第10回　相談援助活動における権利擁護の概念と範囲 事前学習；テキスト第８章第1節

第11回　精神障害者の権利擁護と精神保健福祉士の役割 事前学習；テキスト第８章第２節

第12回　専門職倫理と倫理的ジレンマ 事前学習；テキスト第８章第３節

第13回　総合的・包括的な援助を支える理論 事前学習；テキスト第９章第1節

第14回　総合的・包括的な援助の機能と概要 事前学習；テキスト第９章第２節

第15回　多職種連携の意義と精神保健福祉士の役割 事前学習；テキスト第９章第３節、第4
節

授業の目的と
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精神保健福祉相談援助の基盤Ⅱ【講義】

栗田（紀）

精神保健福祉士が行う相談援助の対象と相談援助、精神障害者の相談援助に係る専門職の概念と範囲、権利擁護、多職種連携など
について理解する。事例や視聴覚教材等も利用しながら、精神保健福祉士の実践について学ぶ。

１．精神保健福祉士が行う相談援助活動の対象と相談援助の基本的考え方について学ぶ
２．相談援助に係わる専門職の概念と範囲について学ぶ
３．精神障害者の相談援助における権利擁護の意義と範囲について学ぶ
４．精神保健福祉活動における総合的かつ包括的な援助と他職種連携の意義と内容について学ぶ

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

この科目は精神保健福祉士の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし。

40％。レポート試験（グループワークでのふりかえりレポート、学期末のレポート）

30％。小テストを実施します。

なし。

30％。講義中に適時質問や話し合いの時間をとりますので、積極的に受講して下さい。

１．受講態度（遅刻や欠席も含め）を重視します。
２．欠席が3分の１以上あれば、原則単位取得は認められません。
３．講義中にグループでの話し合いの場面を設定しますので、積極的に参加しましょう。

新・精神保健福祉士養成講座３　『精神保健福祉相談援助の基盤（基礎・専門）　第2版』　中央法規出版　※「精神保健福祉相
談援助の基盤Ⅰ」で使用したテキストを使います

なし。

講義の際、必要に応じて紹介します。

前期；木曜日2限目（10：50－12：20）、後期；月曜
日５限目（14：50－16：20）

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　オリエンテーション ショートレポート

第2回　知的障がいの基本的理解　　知的障がいの心理と生理と病理　１ ショートレポート

第3回　知的障がいの基本的理解　　　知的障がいの心理と生理と病理　２ ショートレポート

第4回　知的障がいの基本的理解　　実態把握の方法 ショートレポート

第5回　知的障がい教育の基本的理解　　障害児教育とは ショートレポート

第6回　知的障がい教育の教育の基本的理解　　特殊教育から特別支援教育へ ショートレポート

第7回　知的障がい児に応じた教育課程　　　　　教育的対応の基本 ショートレポート

第8回　知的障がい児に応じた教育課程　　　　特別支援学校における知的障がい ショートレポート

第9回　知的障がい児に応じた教育課程　　　　特別支援学級における知的障がい ショートレポート

第10回　知的障がい児に応じた教育課程　　　幼稚部・幼稚園における知的障がい ショートレポート

第11回　知的障がい児に応じた教育課程　　　　教科・教科外の指導 ショートレポート

第12回　知的障がい児に応じた教育課程　　　自立活動について ショートレポート

第13回　　ユニバーサルデザイン授業とインクルシブ教育について ショートレポート

第14回　　キャリア教育と職業訓練 ショートレポート

第15回　関係機関との連携、保護者支援 最終レポート

授業の目的と
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的としている
DPや関連する
科目など

定期試験
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受講態度他
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ
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成 績 評 価

知的障がい者の教育【講義】

酒井　均

知的障がい児・者の基本的知識、発達特徴を理解する。
その上で知的障がい教育の歴史と現状、教育課程、指導の方法についての概要を学ぶ。
また、自立活動やキャリア教育についてと学び、それに向けた関係機関との連携の重要性について理解する。

・知的障がい児・者の教育の歴史や現状を説明できる。
・知的障がい児・者の基本的知識、発達特徴について説明できる。
・知的障がい児・者の多様なニーズに応える指導について説明することができる。
・知的障がい児・者の自立活動に向けての支援について述べることができる。

心（3）-②-3 人間が直面する心の諸課題について、改善・解決に有効な援助法について説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-1 初等教育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
幼（3）-②-1 幼児教育と保育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は心理相談・特別支援教育の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行い

なし

ショートレポート（事例検討を含む）３０％　最終レポート７０％

なし

なし

なし

授業の最後にショートレポートをだします。
遅刻・早退は３回で１回の欠席とみなします。

　なし

なし

『特別支援学校教育指導要領』文部科学省

水曜日お昼休み（12時30分～13時）

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 地域福祉の概念と範囲 予習：テキストP2～P5

第 2回 地域福祉の理念と地域自立生活支援 予習：テキストP41～P42

第 3回 福祉コミュニティの形成と社会的包摂 予習：テキストP28～P30

第 4回 地域の捉え方と福祉圏域 予習：テキストP44～P49

第 5回 地域福祉におけるアウトリーチの意義 予習：テキストP9～P11

第 6回 地域福祉の主体形成と福祉教育 予習：テキストP58～P74

第 7回 地域福祉の対象と普遍化 予習：テキストP6～P8

第 8回 社会福祉法と地域福祉の推進 予習：テキストP21～P30

第 9回 社会福祉協議会の役割と実際 課題：社会福祉協議会の広報紙（社協
だより）の収集

第10回 地方自治体の役割と地域福祉計画 課題：市町村の広報誌の収集

第11回 社会福祉法人とNPO法人の役割とボランティア活動 課題：ボランティア活動に参加

第12回 自治会における民生委員・児童委員の役割と実際 課題：自治会活動に参加

第13回 新しい生活課題と地域福祉 予習：テキストP14～P18

第14回 地域住民の役割と専門職との連携の実際 予習：テキストP52～P53

第15回 地域福祉推進における住民参加の意義と実際 予習：テキストP54～P56

授業の目的と
概要

到達目標
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的としている
DPや関連する
科目など
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受講態度他

受講上の留意
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ
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成 績 評 価

地域福祉論Ⅰ【講義】

山﨑　安則

地域福祉の歴史的発展過程を通して地域福祉の基本的な考え方（人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、地域移行、社会
的包摂等を含む。）について理解していきます。また、地域福祉の主体と対象について理解を深めるとともに、地域福祉に係る組
織、団体及び専門職の役割と実際について学ぶことを目的とします。

地域福祉の理念や内容について、歴史的発展過程や現代社会における今日的役割を明らかにしたうえで、わが国の地域福祉施策と
住民主体の原則を理解し、新しい社会福祉システムとしての地域福祉の意義と役割について考察していきます。

①地域福祉の基本的な考え方（人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、地域移行、社会的包摂等を含む。）について理解
できる。
②地域福祉の主体と対象について理解できる。
③地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について理解できる。

福（3）-②-3 社会福祉を取り巻く社会・地域・家庭の状況について概要を説明することができる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は社会福祉・児童福祉の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います
。

50％　定期試験（持ち込みはありません）

10％　中間レポート

－なし

20％フィールドワーク（地域貢献活動）

20％　履修規定・受講態度

講義では、視聴覚機器を使用します。また、講義に併せて最新のデータや資料等をプリントとして配布していきますので、しっか
りと記録やノートに整理しておいてください。

社会福祉士養成講座編集委員会編『地域福祉の理論と方法』―地域福祉論　第３版　中央法規　2020年

『地域福祉時代の社会福祉協議会』山本主税他編著　中央法規　2003年

『社協の底力』伊賀市社会福祉協議会編　中央法規　2008年

金曜日を除く昼休み時間（12:20～13:10）

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 ソーシャルサポートネットワークの意義と役割 予習：テキストＰ134～Ｐ142

第 2回 ソーシャルサポートネットワークの展開と手法 予習：テキストＰ143～Ｐ153

第 3回 ソーシャルサポートネットワークづくりと実際 予習：テキストＰ156～Ｐ171

第 4回 社会資源の概念 予習：テキストＰ214～Ｐ216

第 5回 社会資源の活用法とコーディネート 予習：テキストＰ217～Ｐ221

第 6回 社会資源の開発と公的サービス 予習：テキストＰ222～Ｐ231

第 7回 福祉のまちづくりとソーシャルアクション 予習：テキストＰ233～Ｐ236

第 8回 質的な福祉ニーズの把握方法と実際 予習：テキストＰ244～Ｐ247

第 9回 量的な福祉ニーズの把握方法と実際 予習：テキストＰ248～Ｐ251

第10回 地域トータルケアシステムの意義と役割 予習：テキストＰ254～Ｐ260

第11回 地域トータルケアシステムの展開方法 予習：テキストＰ265～Ｐ268

第12回 地域トータルケアシステムの組織化と実際 予習：テキストＰ270～Ｐ277

第13回 福祉サービスの評価の目的とシステム 予習：テキストＰ282～Ｐ288

第14回 福祉サービスのプロセス評価の方法と実際 予習：テキストＰ289～Ｐ294

第15回 第三者評価事業と運営適正化委員会の実際 予習：テキストＰ295～Ｐ297

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
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教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

地域福祉論Ⅱ【講義】

山﨑　安則

地域福祉の推進方法について、地域援助技術としてのコミュニティワークの理論学習に加え、具体的にネットワーキング、社会資
源の開発・活用・調整、福祉ニーズの発見と把握、地域トータルケアシステムの構築方法、福祉サービスの評価方法など、コミュ
ニティワーカーに必要とされる知識と技術の習得をめざします。

地域福祉におけるネットワーキング（多職種・多機関との連携を含む。）の意義と方法及びその実際について学ぶとともに、地域
福祉の推進方法（ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発、福祉ニーズの把握方法、地域トータルケアシステムの構築方
法、サービスの評価方法を含む。）における技術と実践力を身につけていきます。

①地域福祉におけるネットワーキングの意義と方法及びその実際が理解し実践できる。
②地域福祉の推進方法について理解し実践できる。

福（3）-②-3 社会福祉を取り巻く社会・地域・家庭の状況について概要を説明することができる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は社会福祉・児童福祉の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います
。

50％　定期試験（持ち込みはありません）

10％　中間レポート

－なし

20％フィールドワーク（地域貢献活動）

20％　履修規定・受講態度

講義では、視聴覚機器を使用します。また、最新のデータや資料等をプリントとして配布していきますので、しっかりと記録やノ
ートに整理しておいてください。

社会福祉士養成講座編集委員会編『地域福祉の理論と方法』―地域福祉論第３版　中央法規　2020年

『地域福祉概説』明石書籍

『国民生活白書』内閣府2014年

金曜日を除く昼休み時間（12:20～13:10）

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回 オリエンテーション レポート作成

第 2回 　障害について レポート作成

第 3回  知的障害について　特徴と教育 レポート作成

第 4回  情緒障害について　特徴と教育 レポート作成

第 5回 　自閉スペクトラム症（ASD)について　特徴と教育 レポート作成

第 6回 　注意欠如/多動症（ADHD)について　特徴と教育 レポート作成

第 7回 　限局性学習症（SLD)について　特徴と教育 レポート作成

第 8回 　発達障害擬似体験 レポート作成

第 9回 　視覚障害について　特徴と教育 レポート作成

第10回 　聴覚障害について　特徴と教育 レポート作成

第11回　　肢体不自由について　特徴と教育 レポート作成

第12回 　言語障害について　特徴と教育 レポート作成

第13回 　重度・重複障害　、病弱について　　特徴と教育 レポート作成

第14回 　特別支援教育の歴史 レポート作成

第15回  特別支援教育の現状と課題 レポート作成

授業の目的と
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到達目標
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

特別支援教育総論【講義】

酒井　均

特別支援教育に関する基礎的な知識の習得や支援方法についての理解を目指す。学習指導要領に沿った内容をベースに進め、学校
現場でも生きる知識を身につける。また、専門機関と連携や個別の指導計画および支援計画の重要性を理解する。

特別支援教育の歴史や制度、特別支援学校学習指導要領、教育内容・方法、個別の指導計画および支援計画の作成に関する基礎的
知識について学ぶ。

・特別支援教育の理念や制度、教育課程を理解することができる。
・特別支援教育に関する基礎的知識や教育内容・方法等を理解することができる。
・個別の指導計画および支援計画の作成に向けた基礎的な知識を習得することができる。

心（1）-④社会の一員としての意識をもってその発展に関わることができる。「市民としての社会的責任・勤労観」
心（3）-②-3 人間が直面する心の諸課題について、改善・解決に有効な援助法について説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。この科目は特別支援教育に関する科目です。

この科目は心理相談の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

ショートレポート30％、最終レポート70％

なし

なし

受講態度も参考にします

毎回、授業の最後に課題を出します。

なし

なし

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

『はじめての特別支援教育‐教職を目指す大学生のために　改訂版』（柘植 雅義、渡部 匡隆、二宮 信一、納富 恵子著　有斐閣
アルマ）
『特別支援学校学習指導要領』（平成29年4月告示　文部科学省）
水曜日12：30～13：00　生息地8号館　４F 

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　生涯発達心理学とは 教科書はしがき、０章の復習

第2回　各時期における発達の特徴・発達の理論 教科書１章の復習　　復習ワーク①へ
の準備

第3回　胎児期の発達 教科書２章の復習　　復習ワーク①へ
の準備

第4回　乳幼児期の認知の発達 教科書３章の復習　　復習ワーク①へ
の準備

第5回　コミュニケーションと人間関係の発達（１）　アタッチメントの発達 教科書第４章の復習　　復習ワーク①
への準備

第6回　コミュニケーションと人間関係の発達（２）　アタッチメントの個人差 教科書第４章の復習　復習ワーク①へ
の準備

第7回　言語の発達（１）　ことばが芽生えるまで 教科書５章の復習　　復習ワーク②へ
の準備

第8回　言語の発達（２）　幼児期の言語発達 教科書５章の復習　　復習ワーク②へ
の準備

第9回　遊びの発達 教科書５章の復習　　復習ワーク②へ
の準備

第10回　自己の発達 教科書６章の復習　復習ワーク②への
準備

第11回　感情の発達 教科書７章の復習　復習ワーク③への
準備

第12回　仲間関係・社会性の発達 教科書７章の復習　復習ワーク③への
準備

第13回　児童期の思考の発達　学校での学び 教科書８章の復習　　復習ワーク③へ
の準備

第14回　非定型発達への理解 教科書８章の復習　　期末試験への準
備

第15回　まとめワーク 授業全体の復習・まとめワークへの準
備
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ
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成 績 評 価

発達心理学Ⅰ【講義】

大靍　香

発達心理学では受精から死までの一生涯にわたる発達について学習する。発達心理学Ⅰでは胎児期、乳幼児期、児童期までを中心
とし、発達について学ぶことを目的とする。認知機能の発達、感情・社会性の発達、自己と他者の関係のあり方など心理学的な視
点から学びを深めていく。さらに、発達障害等を含む非定型発達についての基礎的な知識を身につける。また、子どもを理解する
ための視点や子どもが健やかに成長していくための援助の在り方についても理解を深める。

・各時期の発達の特徴を説明することが出来る。
・認知・感情・社会性・人間関係など諸側面の発達について概観を述べることが出来る。
・子どもの発達と周囲の大人からの働きかけについて述べることが出来る。
・発達障害等を含む非定型発達について説明することが出来る。

心（3）-②-2 人間の心の発達段階における諸課題について説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-1 初等教育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
幼（3）-②-1 幼児教育と保育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は心理相談の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

ー

－

毎回の課題提出30%　　復習ワーク（3回）30%　　まとめワーク　40%

－

毎回の課題、復習ワーク、まとめワークを期日までに提出すること

オンデマンド型で授業を行います。
筑女ネットを必ず確認してください。

坂上裕子他著　『問いからはじめる発達心理学　生涯にわたる育ちの科学』　有斐閣

なし

授業中に紹介する

前期　月曜日　昼休み・5講目

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回　思春期の特性、第二次性徴と身体的発達 自分の思春期体験について振り返りま
とめる

第 2回　思春期の心理と危機 自分の思春期を振り返り、親や大人と
の関係について分析・整理

第 3回　青年期の特色 ｢アイデンティティ｣とは何かについて
調べる

第 4回　青年期の心理特性（１）青年中期 アイデンティティ獲得をテーマとした
映画を視聴

第 5回　青年期の心理特性（２）青年後期 視聴した映画について内容を分析・整
理

第 6回　青年期の発達課題 自分のアイデンティティ確立のプロセ
スと現状について点検しまとめる

第 7回　成人期の特色 成人期に関係した配布資料を読む

第 8回　成人期の心理と中年の危機 中年世代の心理的危機について、さま
ざまな情報源から実例を探す

第 9回　成人期の発達課題 親の生き方から、成人期の発達課題を
点検・整理する

第10回　老年期の特色 老年期に関連する配布資料を読む

第11回　老化に伴う身体的変化 老化に伴う身体的変化とエイジズムに
ついて調べる

第12回　老年期の心理 高齢者の自殺の実態について、新聞や
雑誌をもとに調べる

第13回　老年期の発達課題 高齢者の生き甲斐について、新聞や雑
誌をもとに調べる

第14回　ターミナル期の心理的課題 ターミナルケアの実態について、新聞
や雑誌をもとに調べる

第15回　総括 総括で話した、授業内容のポイントに
ついて復習する

授業の目的と
概要

到達目標
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的としている
DPや関連する
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受講態度他
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ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

発達心理学Ⅱ【講義】

板井　修一

　この科目は、基礎科目のうちの人間理解に関する科目である。学部における4年間の学びや研究に必要な理論・技法を身につけ
、そのうえでひとの心の発達とはどういうことかを理解するための科目である。
　思春期と青年期は、人の一生のなかでも、身体的・精神的に大きな成長、変化を体験する時期でもある。青年期は疾風怒濤の時
代と表現されることもあるように、精神的に不安定になる危険性を孕んでいるが、アイデンティティの獲得が発達課題ともなる重
要な時期でもある。その後の成人期は、仕事や子育てに没頭する時期でもあるが、中年期には心の揺らぎが生ずる危機を孕んだ時
期でもある。老年期は人生の完結期とも言われるが、さまざまな心の拠り所としていたものを失う、喪失を体験する危機の時でも
あります。授業は、各発達段階の特徴について、理解し説明できるようになることを目的とする。

１．各発達段階の特性を理解し、説明することができる。
２．各発達段階における発達課題について、的確に説明することができる。
３．各発達段階における適応上のつまずきと病気について、説明することができる。

心（3）-②-2 人間の心の発達段階における諸課題について説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-1 初等教育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
幼（3）-②-1 幼児教育と保育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。
関連する科目：発達心理学Ⅰ
この科目は障がい児福祉・心理相談の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行い

60%　定期試験

40%　[ (期日内提出5点＋内容5点)×4回=40点 ] 課題の内容は、①思春期に関するもの ②青年期に関するもの ③成人期に関する
もの ④老年期に関するもの の4つである。小レポートは、提出後2週間後を目処に、採点をして返却する。

0%

0%

授業の進行を妨げるような私語については、厳しく注意します。

　講義をよく聴き、ノートにきちんとまとめること。４つの発達段階ごとに、まとめの小テストを実施する。授業外学習として出
された課題は、各自ファイルを作成し整理をする。
　毎回の授業で学んだことの振り返りと考えたことを記録する｢リフレクション・シート｣を、授業の終わりに記入し提出をする。
次の講義の初めにチェックした｢リフレクション・シート｣を返却する。｢リフレクション・シート｣の提出、返却により、講義への
出席と欠席、遅刻の実態を把握する。

なし　毎回、レジュメを配布する

なし

必要に応じて随時紹介をする。

火曜日の2時間目

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回わが国の社会福祉計画法の概念と遠隔 予習：テキストP104～P109

第2回社会福祉計画の類型と地域福祉計画の範囲と性格 予習：テキストP112～P124

第3回地域福祉計画の概要「理念と範囲」 予習：テキストP126～P135

第4回地域福祉計画の策定①「グループ分けと手順の説明」 課題：地域の課題を調べる

第5回地域福祉計画の策定②「ワークショップとKJ法」 課題：地域の課題を整理する

第6回地域福祉計画の策定③「「生活課題や福祉問題の抽出」 課題：地域の課題を抽出する

第7回地域福祉計画の策定④「生活課題や福祉問題の収集と整理」 課題：地域の課題をまとめる

第8回地域福祉計画の策定⑤「生活課題や福祉問題を分析」 課題：地域の課題を分析

第9回地域福祉計画の策定⑥「中間発表（課題・問題）」 課題：大版用紙に記入（プレゼンテー
ション）

第10回地域福祉計画の策定⑦「生活課題・福祉問題の解決方法の検討」 課題：解決方法（アイデア）を収集

第11回地域福祉計画の策定⑧「計画書の作成（レイアウトの検討）」 課題：他市町村の計画書を参照

第12回地域福祉計画の策定⑨「計画書の作成（下書き）」 課題：デザインを考える

第13回地域福祉計画の策定⑩「計画書の発表（地域住民の参加）」 課題：プレゼンテーションの方法を検
討

第14回広報紙・チラシによるプレゼンテーション 課題：各自で作成したチラシの評価

第15回地域福祉計画とまちづくり 課題：地域公民館で発表

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

福祉計画論【講義】

山﨑　安則

2000（平成12）年の社会福祉法の改正によって地域福祉の推進が揚げられ、平成の市町村合併以降身近なところで地域福祉計画や
地域福祉活動計画の策定が進行しています。そこで本講義では、地域福祉計画を取り上げ、その意義や目的さらに策定過程や方法
の基礎的知識と技術を学んでいきます。

授業では、20人単位のグループを編成し架空の市町村の住民として策定作業に関わっていきます。具体的にはKJ法によるワークシ
ョップを通して、その市町村の生活課題や福祉問題などを収集・整理・分析を行い、その解決に向けた計画書を策定し、各グルー
プが発表していきます。最後には、学生個人が住民懇談会への案内状（チラシ・広報紙）を作成し評価しあいます。

①地域福祉計画の意義と目的が説明できる。
②地域福祉計画を策定することができる。
③課題の整理や分析を通して説明ができる。
④図表を使ってチラシや広報紙を作成することができる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は社会福祉・児童福祉の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います
。

定期試験なし
５０％課題の提出（プレゼンテーションとチラシ）

なし

なし

２０％地域貢献活動（フィールドワーク）

３０％履修規定・受講態度・出席状況

自分が暮らしているまちや地域のことに関心を向け、行政の広報紙や社協だよりなどの地域情報を収集するなど主体的に取り組ん
でほしい。また、演習ではグループごとの策定状況に応じて助言・支援などのスーパービジョンを行います。

新・社会福祉士養成講座編『福祉行財政と福祉計画』中央法規　第４版　2020年

島津淳也編著『地域福祉計画の理論と実践』ミネルヴァ書房

牧里毎治編著『共同と参加の地域福祉計画』ミネルヴァ書房

金曜日を除く昼休み時間（12:20～13:10）

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　オリエンテーション（連絡事項・単位認定方法の説明・講義概要） 感想カードを提出

第2回　仏教福祉を学ぶことの意義 感想カードを提出

第3回　仏教と福祉はどう結びつくのか 感想カードを提出

第4回　親鸞の思想と福祉の関係性について 感想カードを提出

第5回　現代社会の抱える課題と仏教Ⅰ 感想カードを提出

第6回　現代社会の抱える課題と仏教Ⅱ 感想カードを提出

第7回　平安時代における穢れの意識の展開 感想カードを提出

第8回　中世被差別民の形成と仏教 感想カードを提出

第9回　鎌倉仏教と救済事業 感想カードを提出

第10回　幕藩体制下での仏教救済事業 感想カードを提出

第11回　明治維新と仏教側の対応 感想カードを提出

第12回　仏教慈善事業の一環としての仏教保育事業 感想カードを提出

第13回　戦時厚生事業と仏教 感想カードを提出

第14回　戦後社会福祉の展開と仏教 感想カードを提出

第15回　まとめ 感想カードを提出

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

仏教福祉【講義】

宇治　和貴・盛　智照

この講義では、仏教者の社会的活動の歴史を概観し、日本社会における社会的弱者の生活実態の把握に努めるとともに、仏教が本
来救済活動をどのようのものとみなすべきであったのかを考えてみたい。

1.古代から現代に至る各時代において、社会的弱者がどのような状況に置かれ、いかに生きてきたかを述べることができる。
2.それぞれの時代のなかで､社会的弱者の救済のために仏教者がどのような社会的活動を行ってきたのかを説明することができる｡
3.仏教者の社会的活動が日本社会に果たしてきた役割とその課題について、自分の意見を述べることができる。

心（2）-⑤人類の文化・社会と自然への理解を背景として、物事を考察することができる。「幅広い視野」
心（3）-②-1 人間が多面的で多様性をもった存在であることを説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-1 初等教育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
幼（2）-⑤人類の文化・社会と自然への理解を背景として、物事を考察することができる。「幅広い視野」
幼（3）-②-1 幼児教育と保育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

－

50％　講義中に提出のレポートで評価します。

－

－

50％　受講態度から総合的に判断します。

講義で配布するプリントや、講義中に使用した用語などで分からないことは辞書で調べる努力をしてください。

適宜プリント配布

特に指定しない

特になし

火～木の３講目

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
各教員の他科目のシラバスを参照

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　社会福祉の担い手が法学を学ぶ意味 第１章第３節・第４節、第2章第1節１
を読む。

第2回　憲法（１）日本国憲法の基本原理 第３章第１節を読む。

第3回　憲法（２）包括的基本権 第３章第２節１・２を読む。

第4回　憲法（３）法の下の平等 第３章第２節３を読む。

第5回　憲法（４）自由権 第３章第２節４を読む。

第6回　憲法（５）社会権 第３章第２節５を読む。

第7回　憲法（６）人権享有主体／公共の福祉／私人間効力 第３章第２節６を読む。

第8回　憲法（７）統治機構 配付資料を読む。

第9回　権利擁護の意義と必要性 配付資料を読む。

第10回　民法（１）財産法①財産法の主体／契約の有効要件 第４章第１節２・３を読む。

第11回　民法（２）財産法②代理 第４章第１節４を読む。

第12回　民法（３）物権 第４章第２節を読む。

第13回　民法（４）契約 第４章第３節１・２を読む。

第14回　民法（５）債務不履行と不法行為 第４章第３節４・第４節を読む。

第15回　前期のまとめ 配付資料を読む。

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

法律学概論Ⅰ【講義】

高木　佳世子

1.私たちの生活と法のかかわりについて知り、権利擁護の意義を学ぶ。
2.憲法、民法の基礎知識を身に着ける。

1.社会福祉で求められる援助は人が人権・権利を保障されながら生きるための援助であり、援助を受けられること自体も人権であ
ることを説明できる。
2.1.の前提としてどのような人権・権利が保障されているのか、また、それらが侵害されている状況に気づくことができる。
3.社会福祉サービスの利用に関する法律関係を理解する。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は弁護士としての実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

なし

１００％

なし

なし

０％

予習より復習に力を入れ、テキストと配付資料をもとに自分なりにノートにまとめるなどすると力がつきます。
やむをえない欠席、遅刻の場合は、自主的に情報を補い学修するようにしてください。

『社会福祉学習双書2020 法学』（全国社会福祉協議会、2020年）の主に第１部を使用。

なし

なし

水曜4限

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第1回　消費者保護法制 第1章第1節３（１）を読む。

第2回　民法（７）親族法①親族の範囲、婚姻、親子 第１章第5節１（１）（２）２を読む。

第3回　民法（８）親族法②離婚、扶養 第1章第5節１（３）、４、第２部第１
章第５節２を読む。

第4回　民法（９）相続法①法定相続人、法定相続分、相続放棄 第１章第５節５（１）～（３）を読む
。

第5回　民法（１０）相続法②遺言、遺産分割 第１章第５節５（４）、６、７を読む
。

第6回　成年後見制度（１）成年後見 第２部第１章第１節を読む。

第7回　成年後見制度（２）保佐、補助 第２部第２節・第３節を読む。

第8回　成年後見制度（３）申立て 配付資料を読む。

第9回　成年後見の最近の動向／成年後見制度利用支援事業 第２部第１章第６節・第７節を読む。

第10回　日常生活自立支援事業／成年後見と日常生活自立支援制度の映像視聴 第２部第２章を読む。

第11回　行政法（１）行政法総論 第１部第５章第１節１・２を読む。

第12回　行政法（２）行政活動 第１部第５章第１節３・４を読む。

第13回　行政法（３）行政上の不服申立て 第１部第５章第２節１を読む。

第14回　行政法（４）行政事件訴訟法／国家賠償法 第１部第５章第２節２・３を読む。

第15回　後期のまとめ 配付資料を読む。

授業の目的と
概要
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この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など
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小テスト等
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受講態度他

受講上の留意
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指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

法律学概論Ⅱ【講義】

高木　佳世子

1.法律学概論Ⅰに引き続き、民法の概要、そして行政法の概要を学ぶ。
2.成年後見制度と日常生活自立支援事業について詳しく学ぶ。
3.権利擁護活動の全体像について学ぶ。

1.成年後見制度や日常生活自立支援事業の概要を正確に説明できる。
2.行政法の基礎的な知識を理解できる。
3.権利擁護活動が社会の中でどのように行われているのかについて全体像を説明できる。

福（3）-②-2 福祉専門職に求められる知識・技能を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。

この科目は弁護士としての実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。

１００％

なし

なし

なし

なし

復習に力を入れ、テキストと配付資料をもとに自分なりのノートを作成するようにすると力がつきます。
やむをえない欠席、遅刻の場合は、自主的に情報を補い学修するようにしてください。

『社会福祉学習双書2020 第13巻　法学　権利擁護と成年後見制度／更生保護制度』（全国社会福祉協議会、2020年）　後の年度
で司法福祉論を履修する場合、教科書として使用する可能性がある。

なし

講義の際にお伝えします。

水曜4限

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

後期

２



授 業 外 学 修　など授　業　内　容授 業 計 画

第 1回　臨床心理学とは何か１：臨床心理学の理念・全体構造
　　　　　臨床心理学の独自性、問題を抱えつつ生きることの援助

｢医学モデル｣と｢成熟モデル｣の違いに
ついて整理する

第 2回　臨床心理学とは何か２： 臨床心理学の実践と研究
　　　　　他職種とのコラボレーションの重要性、実践活動の有効性を裏付ける科学的研究の意義

｢コラボレーション｣の意味と意義につ
いて整理する　小レポート①をまとめる

第 3回　臨床心理学とは何か３：臨床心理学の歴史
　　　　　精神分析学、行動療法、カウンセリング

最近見た夢を記録し、夢の意味するも
のについて考える

第 4回　アセスメント1：アセスメントとは何か
　　　　　診断とアセスメントの違い、アセスメントの手続き

診断とアセスメントの意味の違いにつ
いて調べる

第 5回　アセスメント2：検査法(質問紙法､投影法､知能検査,神経学的検査)
　　　　　質問紙法によるパーソナリティアセスメントの体験的理解

授業で体験した心理テスト結果を分析
・解釈し報告書作成

第 6回　アセスメント３：観察法･行動分析･生態学的アプローチ・初回面接
　　　　　観察法によるアセスメントの体験的理解

小レポート②（講義の第３回～第６回
の内容に関する課題)をまとめる

第 7回　異常心理学1：異常心理学とは何か･精神症状の分類
　　　　　正常と異常の多元性、心理的機能障害としての各種精神症状

正常と異常の判断基準について復習す
る

第 8回　異常心理学2：統合失調症
　　　　　統合失調症の臨床症状、類型、心理的援助

統合失調症の症状について調べる

第 9回　異常心理学3：気分障害･不安障害
　　　　　 うつ病の臨床症状、気分障害の治療と心理援助のポイント

うつ病の症状について調べる

第10回　異常心理学4：身体表現性障害と解離性障害
　　　　　 身体表現性障害と解離性障害の臨床症状、類型、心理的援助のポイント

心身症の種類と症状について調べる

第11回　異常心理学5：性同一性障害･摂食障害･人格障害
臨床症状と援助のポイント

小レポート③(講義の第７回～第11回の
内容に関する課題)をまとめる

第12回　発達臨床心理学1：乳幼児期の心理的問題
乳幼児期の発達課題、知的障害、自閉症、学習障害、注意欠陥/多動性障害、虐待

ADHDとアスペルガー症候群について調
べる

第13回　発達臨床心理学2：児童期・思春期・青年期の心理的問題
児童期・青年期の発達課題、不登校、いじめ、アイデンティティ獲得をめぐるさまざまな

児童期・青年期の発達課題について調
べる

第14回　発達臨床心理学3：中年期・老年期の心理的問題
中年期・老年期の発達課題、中年期の心理的問題、老年期の心理的問題

小レポート④(講義の第12回～第14回の
内容に関する課題)をまとめる

第15回　総括
　　　　　  これまでの講義の重要ポイントのまとめ

配布資料、ノート、返却された小レポ
ートの整理

授業の目的と
概要

到達目標

この授業が目
的としている
DPや関連する
科目など

定期試験

レポート

小テスト等

成果発表

受講態度他

受講上の留意
点・ルールに
関わる情報

教科書

指定図書

参考図書

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

授 業 科 目

担 当 教 員

成 績 評 価

臨床心理学概論【講義】

板井　修一

　この授業は、人間科学部でこれから学ぶ、｢人間理解｣と｢人間支援｣に関わるさまざまな科目の基礎となる臨床心理学を学びます
(基礎科目)。人の心の働きと支援のための方法について、重要な視点や知識を、臨床心理学という学問を通して学ぶ授業です。臨
床心理学の基本的概念や理論について理解し、正しく説明できるようになることを目的とします。臨床心理学は、生きた人間の心
に直接触れ、アプローチしながら形作られてきた学問領域です。そのために、臨床心理学は、他の学問領域とは異なり、独自の人
間理解の視点や発想が生み出されて来ました。授業を通して、他の学問領域とは違う臨床心理学の独自性を理解し、その視点を身
につけることを目的とします。

１．臨床心理学独自の人間理解の視点について説明できるようになる。
２．臨床心理学の成り立ちについて説明することができるようになる。
３．人間理解の方法としての心理アセスメントの意義について説明することができるようになる。
４．さまざまなこころの病について、その原因や具体的な症状について説明することができる。

心（2）-④社会の多様な問題を発見し、解決することができる。「問題解決力」
心（3）-②-3 人間が直面する心の諸課題について、改善・解決に有効な援助法について説明することができる。
福（3）-②-1 福祉専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
初（3）-②-1 初等教育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
幼（3）-②-1 幼児教育と保育の専門職に求められる倫理観や人間観を身に付けている。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
＜授業外学修＞1回の授業につき180分必要です。詳しくは学生便覧参照。
関連する科目：カウンセリング概論、心理アセスメントⅠ・Ⅱ、人家心理学、健康・医療心理学

60％　定期試験(60点満点)

40％　4回の小レポート［ (期日内提出5点＋内容5点)×4回＝40点］　小レポートは提出後、2週間後を目処に、採点した結果を返
却する。

0％

0％

授業の進行を妨げるような私語や離席については、適宜、注意をいたします。

　学習内容が多いので、講義内容をしっかり聞いて下さい。配布されるプリントに書き込んだり、ノートをきちんとまとめること
も大切です。漫然と講義を聞くのではなく、講義内容を自己の体験や観察と照らし合わせながら受講してください。
　毎回の授業で学んだことの振り返りと考えたことを記録する｢リフレクション・シート｣を、授業の終わりに記入し提出をする。
次の講義の初めにチェックした｢リフレクション・シート｣を返却する。｢リフレクション・シート｣の提出、返却により、講義への
出席と欠席、遅刻の実態を把握する。

なし　毎回レジュメを配布する

なし

河合隼雄『カウンセリングの実際問題』誠信書房
河合隼雄『心理療法序説』岩波書店

火曜日の2時間目

割 合 （ ％ ）、 種類・評価基準など

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

開講時期

単  位

前期

２

mnonaka
テキスト ボックス
この科目は障がい児福祉・心理相談の実務経験のある教員が担当しており、「授業の目的と概要」記載どおりの実践的教育を行います。
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